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必ずお読みください。 
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「共に生きる」コンポーネント別予算設計書
プログラム名： JPF「共に生きる」ファンド
事業名： ××××
団体名： ××××

※「JPF助成申請額」分のみについて積算して下さい（「その他資金」分は含めない）。
※「計上費目」欄はドロップダウンメニュー（右の▼をクリック）から選べる費目のみを使ってください。
※本コンポーネント別予算設計書と別シートの費目統合予算書の両方を提出してください。
※費用の行を追加する場合は、縦軸【個別事業費明細】【事業運営共通経費】の枠の途中（最後の行の後ではなく）に挿入してください。

単位：円
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【コンポーネント2：××××】

【コンポーネント3：××××】

備考（品名、単価X個数・回数など、具体的な積算
根拠を記入）
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単価 積数① 積数② 小計

【コンポーネント1：××××】
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行の追加はこの下に

行の追加はこの下に

行の追加はこの下に

行の追加はこの下に

行の追加はこの下に

◎赤枠で囲った箇所を入力 
 してください。 
◎入力の必要がない行であって 
 も削除せずにそのまま残して 
 ください。 
◎入力の必要のない費目には 
 「０」を入力してください。 
◎コンポーネント数が5個以下の 
 場合でも、入力しないコンポー 
 ネントはそのまま残して 
 ください。 
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単位 単位

265,000

200 20 人 10 回 40,000 研修テキスト印刷（@200円X20人X10回）

75,000 1 人 3 月 225,000 （15万円X0.5人役）X1人X3か月

0

0

642,480

5,000 2 台 3 月 30,000 電話料金　＠5000円/月X３か月

2,000 1 回 3 月 6,000 資料郵送・発送費：＠2000円X3か月

216 10 回 3 月 6,480 銀行振込手数料（支払、給料振込）＠2160円X3か月

100,000 2 人 3 月 600,000 事業統括：月給10万円X2人X3か月

0

0

積数②積数①

【記載例】です。参考にしてください。

（例）【コンポーネント1：人材育成プログラム】

（例）支援スタッフ人件費

単価

（例）資料作成費

備考（品名、単価X個数・回数など、具体的な積算
根拠を記入）
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【事業共通経費】

事
業
共
通
経
費

（例）通信費・銀行手数料

（例）通信費・銀行手数料

（例）通信費・銀行手数料

（例）本部スタッフ人件費
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